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Service Learning with ALS patients
– Report on IT Project in Collaboration of Shonan Institute of Technology, Ritsumeikan University and Rissho University –
Masami Ichiyama1, Satsuki Tasaka2, Tomoo Hidaka3, Shodo Mizuki4, Hidetaka Ohno5
　In this paper, the outcome and foresight of ITP-SL (Information Technology Project - Service Learning) in 2008 are 
reported. ITP-SL is a joint research of ALS-ITP (Amyotrophic Lateral Sclerosis - Information Technology Project) at 
Ritsumeikan University (Rits) and SL (Service Learning) program “FUKUSHI MONOZUKURI” at Shonan Institute of 
Technology (SIT). ALS-ITP is a joint research of ALS patients and researchers at Rits to improve the QOL (Quality of 
Life) of ALS patients. SL program “FUKUSHI MONOZUKURI” at SIT is a practical educational program to acquire 
professional knowledge and skills of engineering based on the individual needs of patients of intractable diseases. At first, 
the background of the relationship-building between ALS patients and researchers at Rits of ALS-ITP is described. 
Secondly, the background of the collaboration between ALS-ITP at Rits and SL program "FUKUSHI MONOZUKURI" at 
SIT is described and the process and outcome of the SL workshop held for undergraduate students in a variety of fields 
(sociology, psychology, ethics, philosophy, welfare, and engineering) are reported. Next, analysis of the educational effects 
based on their portfolios from a summer camp held as the 2nd ITP-SL workshop in August 2008 is reported. Lastly, the 
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課程（当時）飛田和子の協力を得て，2008 年 2 月に立
命館大学と湘南工科大学の共同プロジェクトが開始され
た．以後，同協議会の全面的な協力の下で湘南工科大学
学部教育の中で SL による IT プロジェクトが実践され





















年 8 月に実施された SL ワークショップを取り上げ，そ
の教育効果について，ポートフォリオ等からの分析結果







端緒は，松原のもと，2007 年 3 月に大阪で行われた
「ALS 生活技術研究会」（図 1 ①）であった．本会の成



















































　2007 年 3 月から現在に至るまで，ALS-ITP では研究
者と ALS 当事者が協同して参画する研究会，交流会の
場を構築してきた．2007 年 8 月には，福祉工学の専門
家と久住が参加した研究会（「第 2 回 ALS 生活技術研究
会」）および脊髄性筋萎縮症の小学生と ALS 患者との
「生活の知恵交換会」（第 3 回 ALS 生活技術研究会）を
実施した（図 1 ②）．10 月には和歌山県立養護学校にお
いて和中が講演を行うにあたり，IM ソフトによる通信
の実演も兼ねて，ネットワークを介した中継を行った．
また，2008 年 2 月には湘南工科大学，立命館大学，













































































ALS-ITP が ITP-SL として，学部学生教育へと展開する
ことになった．
　両大学の活動が結節したのは 2008 年 2 月に行われた
















































　ITP-SL ワークショップは第 1 回（2008 年 6 月 13 日，
図 1 ④），第 2 回（2008 年 8 月 5 日から 8 日，図 1 ⑤）
の 2 度行われた．第 1 回の ITP-SL ワークショップは，
湘南工科大学の共通教養科目「ボランティア論」におい
て久住が特任講師として講義を行った．講義では，久住
が ALS 患者の IT 技術支援ピア・サポータとしての経
験やその成果について，ALS 患者宅の IT 環境やスイッ
チを写真や動画で解説した．その際，第 2 回 ITP-SL
ワークショップに参加する ALS 患者である和中および
林の 2 名も IM を通じメッセージと映像を送る遠隔授業
が実現し，約 100 名の受講生は，久住の製作した機器を












































　第 2 回 ITP-SL ワークショップ（夏合宿）は 8 月 5 日



































































































































した資料は，「1 日のふりかえりシート」（8 月 5 日，6
日，7 日）（それぞれ「5 日」，「6 日」，「7 日」と略記），





















































































































































うなリーダーとして成長すること」（田坂 , 石村 , 水谷 ,






































































































の質，“ 生きがい ” とは何か，その質ははかることがで
きない．今日，もう少し時間があったらみなさんの思う
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に対してユーザの思いを無視した技術を提案してしま



















































































































































































































































































































































SL 導入の問題点と湘南工大の SL の内実については，
田坂 , 木枝 , 石村 , 大野 , 水谷 , 本多 , 木村 , 佐藤 , 水澤
（2008）〔3〕を参照されたい．











　IT（Information Technology）， 情 報 技 術 は， コ ン
ピュータやデータ通信に関する技術の総称である．
　ⅲ 「全米サービスラーニング協力情報センター」
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